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9月定例会

特
別
委
員
会
を

　常
任
委
員
会
へ
検
討

　　
議
会
広
報
は
、
現
在
、
特
別
委

員
会
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
法
が
変
わ
り
、
常
任

委
員
会
を
、
複
数
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
議

会
広
報
の
常
任
委
員
会
制
を
検
討

し
よ
う
と
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
今
の
ま
ま
の
活
動
で
あ
る
な
ら
、

特
別
委
員
会
で
よ
い
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
の
一
つ
で
あ
る
、
情

報
公
開
の
方
法
に
、
公
聴
会
、
議

議
会
運
営
委
員
会

会
報
告
会
、
議
会
ネ
ッ
ト
中
継
等

あ
り
ま
す
が
広
報
に
つ
い
て
多
岐

に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
、
結
論
を

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
で

案
を
考
え
、
整
い
次
第
、
全
員
協

議
会
で
話
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　　
一
般
質
問
終
了
後
、
議
員
全
員

で
一
般
質
問
の
検
証
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
質
問
の
内
容
、
答
弁
の
内
容
等

質
問
者
だ
け
で
な
く
、
議
員
み
ん

な
で
意
見
交
換
を
す
る
勉
強
会
で

す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　
秋
は
、
自
然
豊
か
な
中
山
間
地

が
、
最
も
誇
れ
る
時
で
す
。

  

栗
も
あ
る
。
あ
け
び
も
松
茸
、

香
茸
も
あ
り
ま
す
。

　
赤
、
黄
色
の
濃
淡
を
く
ぐ
り
な

が
ら
、
鵜
の
池
湖
畔
を
眺
め
る
の

も
い
い
で
す
ネ
。

　
食
べ
る
、
見
る
、
匂
う  

触
れ

る
な
ど
五
感
で
「
訪
れ
な
く
て
は

解
ら
な
い
」
色
づ
く
季
節
を
日
野

町
で
感
じ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

  

昼
夜
の
温
度
差
で
甘
み
あ
る
、

お
い
し
い
米
が
豊
作
の
よ
う
で
す
。

　
農
家
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
。
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本
会
議
に
お
い
て
、
採
決
の
方

法
を
起
立
採
決
に
す
る
提
案
が
議

長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　
従
来
討
論
が
な
い
場
合
、
議
長

よ
り
「
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
」
の

問
い
に
、
議
員
が
「
異
議
な
し
」

の
声
で
採
決
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
異
議
な
し
は
、
消
極
的
賛

成
の
意
味
が
あ
り
、
個
々
の
意
志

を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
方
が
、
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
議
案

を
起
立
採
決
と
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
人
事
案
件
は
、
無
記
名
投
票
で

す
。

一般
質
問
は
こ
れ
で
い
い
の
か

特
別
委
員
会
を

　常
任
委
員
会
へ
検
討

起
立
に
よ
る
採
決

9月定例会本会議

　
農
業
技
師
で
も
あ
っ
た
宮
沢
賢

治
の
句
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が

あ
り
ま
す
。

　
議
員
活
動
を
す
る
上
で
、
こ
の

句
は
手
本
と
す
る
こ
と
が
多
く
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
少
し
で
も
早
く

発
行
す
る
た
め
に
、
編
集
委
員
は

パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
窓
か
ら
の
、
心
地
よ
い
秋
風
に

深
呼
吸
し
な
が
ら
、
広
報
紙
発
行

に
向
け
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
キ

ー
ボ
ー
ド
を
た
た
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　安
達

　幸
博

　表
紙
の
写
真
説
明

　
過
疎
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
は
、

食
料
品
や
日
用
品
を
、
集
落
に
届

け
る
移
動
販
売
業
者
に
、
車
両
購

入
、
車
両
維
持
補
助
金
に
よ
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
山
間
地
集
落
見
守
り
を
兼
ね

る
移
動
販
売
車
に
、
今
年
4
月
よ

り
新
た
に
日
野
病
院
の
看
護
師
が
、

同
行
し
て
看
護
の
宅
配
（
看
護
宅

配
便
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
が
、
買
い
物
の
つ
い

で
に
、
簡
単
な
健
康
チ
ェッ
ク
と
健

康
相
談
の
様
子
で
す
。

9月定例会9月定例会
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生活関連予算が
　　　  中心

○
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　
１
億
２
８
３
５
万
円

○
国
県
支
出
金

　
　
　
　
　
　
　
２
３
９
０
万
円

○
町
債
（
借
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５
８
６
万
円

○
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
８
５
０
３
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
高
尾
、
上
本
郷
自
治
会
備
品

　
　
整
備
　
　
　
　
４
０
０
万
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立（
貯
金
） 

　
　
　
　
　
１
億
７
２
０
０
万
円

○
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム

　
導
入
　
　
　
　
　
２
１
６
万
円

○
家
庭
訪
問
用
軽
自
動
車
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
６
万
円

○
福
祉
事
務
所
設
置
に
向
け
た

　
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
８
９
０
万
円

○
色
彩
選
別
機
導
入
（
担
い
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
２
万
円

9月定例会9月定例会
生活関連予算が
           中心

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
22
日
ま
で
の
15
日
間
と
会
期
を
定

め
、
平
成
22
年
度
決
算
８
件
を
始
め
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
２
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算
６
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
ま

た
、
人
事
案
件
１
件
、
議
員
発
議
１
件
の
計
21
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
、
認
定
又
は
同
意
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算

第2号

2億4,617万円追加
総額 32億3,484万円に

【
歳
入
】
の
主
な
も
の

【
歳
出
】
の
主
な
も
の

特別会計補正予算 （単位：千円）
区　分 補正額

△印は減額です

総　額 歳出の主なもの
国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

簡 易 水 道

公共下水道事業

農業集落排水事業

12,930

11,185

150

△8,863

1,794

2,020

443,954

648,868

54,124

114,087

125,946

71,155

高額医療費拠出金、返還金

返還金

広域連合納付金

三土地区飲料水供給施設整備の中止

中央浄化センター修繕

中継・処理場施設ポンプ修繕

○
県
道
除
雪
応
援
委
託

　
　
　
　
　
　
　
１
０
５
２
万
円

○
根
雨
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強

　
及
び
改
修
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
５
７
５
万
円

○
予
備
費
　
　
　
２
９
９
９
万
円

●
例
規
シ
ス
テ
ム
の
ペ
ー
パ
ー
レ

　
ス
化
で
文
書
広
報
費
減
額

　
　
　
　
　
　
　
△
１
６
３
万
円

●
学
校
管
理
費
（
少
人
数
学
級
） 

　
県
費
負
担
と
な
り
減
額

　
　
　
　
　
　
　
△
４
９
９
万
円

　　
台
風
12
号
の
災
害
復
旧
費
等

（
予
備
費
対
応
で
）
６
８
４
万
円

　主
な
も
の

○
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
円

○
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
空
調
設
備

　
修
繕
　
　
　
　
　
　
２
２
万
円

○
黒
坂
小
学
校
久
住
分
校
体
育
館

　
屋
根
塗
装
修
繕
　
　
９
０
万
円

　
生
田
英
明
教
育
委
員
の
８
月
２

日
辞
任
に
伴
い
、
後
任
に

　
中
西
康
夫
氏
（
野
田
）
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
採
決
は
無
記
名
投
票
で
行
わ

れ
、有
効
投
票
８
票（
無
効
投
票
１

票
）の
内
、賛
成
８
票
、反
対
０
票
で

し
た
。（
議
長
は
、投
票
権
な
し
）

　
任
期
は
、
残
任
期
間
の
平
成
25

年
７
月
７
日
ま
で
で
す
。

第
３
号

一般
会
計
補
正
予
算

教
育
委
員
会

　
　
委
員
の
任
命

● 条　例
■日野町職員の給与に関する条例の一部改正
　行政職給料表級別職務分類表を改正し、職務等級
等格付け基準の見直しを行うものです。

＜討論＞
　反対討論　松本利秋議員
　行政職給料表の改正は、昨年の12月定例会に上程
されたものと同じで、一段降格の格付けとなってい
ます。
　また、グループ制の事務分担も明確ではなく、こ
れは、職員の職務の意欲を下げるもので、改正はす
べきでありません。
　賛成討論　小谷博徳議員
　他の自治体で導入され、職員の不利益が回避され
ていること、職員との話し合いも持たれています。
　また、将来を見据えた職員数に対応する行政組織
を導入していることや、グループ制は、小人数の中
で住民サービスを低下させないものと思われるので
賛成します。
　賛成討論　中原　明議員
　職員60人体制の中で、グループ制にすることに
よって、縦割り行政ではなく、職員誰もが対応でき
るという大きな目標を持っておられ、改革の第一歩
です。
　効率よく事務をはかどらせるかという意味からし
ても、また、お互いが切磋琢磨して向上につながる
ので賛成します。

 起立による採決が行われ、賛成７、反対２で、可
決しました。　平成24年１月１日の施行です。

■日野町税条例の一部改正
　地方税法の一部を改正する法律の改正に伴うもの
です。不申告、報告等の義務違反に係る過料を３万
円から10万円にする改正です。全員賛成で可決しま
した。

■日野町立社会体育館の設置及び管理に関する条例
　等の一部改正   
　スポーツ基本法が制定され、平成23年８月24日に
実施されたことに伴い、関係条例の条文を整理する
ものです。
　交付の日から施行し、平成23年８月24日から適用
するものです。全員賛成で可決しました。

耐震化が行われる根雨小学校校舎

除雪風景
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「
決
算
」

賛
成
討
論
　
　
安
達
　
幸
博
議
員

　
平
成
22
年
度
の
決
算
は
、
国
の

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
・

緊
急
雇
用
創
出
な
ど
の
事
業
を
活

用
し
て
、
老
朽
化
施
設
の
改
修
、

道
路
、
公
園
の
整
備
な
ど
町
民
の

安
心
安
全
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
経
費
の
削
減
に
も
努
力

さ
れ
、収
支
も
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
国
の
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、

特
に
課
題
で
あ
っ
た
、
実
質
公
債

費
（
借
金
）
比
率
が
国
の
基
準
で

あ
る
25
㌫
を
下
回
り
、
24
・
8
㌫

に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
し

ま
す
。

　
従
っ
て
、
認
定
に
賛
成
の
討
論

と
し
ま
す
。

　
賛
成
８
、
反
対
１
で
認
定
し
ま

し
た
。

　
基
金
（
預
金
）
総
額
は
、
10
億

３
５
３
万
円
で
前
年
よ
り
２
億
５

９
６
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
地
方
債
（
借
入
金
）
は
、
34

億
８
５
４
１
万
円
で
前
年
よ
り
約

３
億
６
６
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

  

地
方
債
の
内
、
24
億
７
９
５
７

万
円
は
、
返
済
金
と
し
て
交
付
税

に
プ
ラ
ス
し
て
、
国
か
ら
還
付
さ

れ
る
自
治
体
特
有
な
借
入
金
で
す
。

  

従
っ
て
、
10
億
５
８
４
万
円
が

実
質
の
借
入
れ
残
金
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
ご
と
の
借
入
金
残

高
は
、
下
記
の
表
の
通
り
で
す
。

　
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
の

借
入
金
は
、
完
済
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
決
算
で
早
期
健
全

化
基
準
の
実
質
公
債
費
比
率
が
25

㌫
を
超
え
、
31
㌫
の
日
野
町
は
、

財
政
健
全
化
計
画
を
立
て
再
建

に
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
決
算
に
お
い
て
、

そ
の
比
率
が
24
・
８
㌫
に
な
っ
た

の
で
、
早
期
健
全
化
団
体
か
ら
外

れ
財
政
健
全
化
計
画
は
、
完
了
し

ま
し
た
。

　
町
民
税
の
現
年
分
の
徴
収
率
は
、

１
０
０
㌫
で
、
県
下
で
も
日
野
町

だ
け
で
あ
り
全
国
的
に
も
稀
な

ケ
ー
ス
で
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

  
し
か
し
、
滞
納
額
は
１
億
１
３

９
４
万
３
５
９
３
円
で
前
年
度
よ

り
３
２
２
万
４
０
９
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
委  

員  

長
　
小
谷
　
博
徳

　
副
委
員
長
　
安
達
　
幸
博

　
委
　
　
員
　
竹
永
　
明
文

　
　
　
　
　
　
中
原
　
　
明

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
求

　
　
　
　
　
　
松
原
　
直
人

            

　
　
松
本
　
利
秋

　
　
　
　
　
　
梅
林
　
智
子

     

（
議
長
、監
査
委
員
を
除
く
）

反
対
討
論
　
　
佐
々
木
　
求
議
員

　
同
和
対
策
関
連
諸
費
に
合
計
１

８
６
３
万
円
支
出
し
て
ま
す
。

１
．
根
拠
法
が
な
く
な
っ
た
今
、

黒
坂
支
所
を
上
回
る
人
員
配
置
等
、

法
と
正
義
か
ら
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

２
．
一
般
財
源
か
ら
８
０
０
万
円

の
支
出
な
ど
、
総
額
１
８
０
０
万

円
以
上
の
支
出
は
、
森
林
整
備
事

業
・
地
域
活
性
化
交
付
金
を
合
わ

せ
た
額
を
上
回
る
も
の
で
、
見
直

す
時
と
考
え
ま
す
。

３
．
財
政
健
全
化
に
向
か
い
、
執

行
部
の
懸
命
な
努
力
の
中
で
、
こ

の
問
題
は
聖
域
化
し
て
い
ま
す
。

率
直
に
町
民
に
訴
え
て
、
廃
止
を

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
以
上
の
理
由
で
、
不
認
定
の
討

論
と
し
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月
８
日
か
ら
21
日

ま
で
の
内
７
日
間
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
７

会
計
の
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

リバーサイドひのでぽかぽか教室（舟場地区）

「
決
算
」

「
決
算
」

賛成多数で認定一 般 会 計
歳入
総額 35億5,980万6,640円
歳出
総額 32億5,820万2,166円

収納率 ９６.９%

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
滞

納
額
は
、
７
３
７
２
万
４
１
７
１

円
で
、
前
年
よ
り
減
少
し
た
も
の

の
依
然
と
し
て
多
額
で
す
。

  

災
害
援
護
資
金
貸
付
金
の
滞
納

額
は
、
前
年
よ
り
２
８
７
万
７
９

４
８
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

  

そ
の
他
の
滞
納
額
は
、
下
記
の

表
の
通
り
で
、
３
年
間
の
推
移
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
滞
納
額
１
億
円
以
上
は
多
額
で

あ
り
、
財
政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響

は
大
き
く
、
町
長
以
下
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
徴
収
努
力
す
る
よ
う

指
摘
し
ま
し
た
。

  

歳
出
で
は
、
執
行
率
92
・
89
㌫

で
各
事
業
の
執
行
は
概
ね
良
好
で

し
た
。

  
各
事
業
に
お
け
る
経
費
等
支
出

の
節
減
の
努
力
が
見
ら
れ
不
用
額

と
し
て
１
億
３
６
２
９
万
８
３
４

円
あ
り
ま
し
た
。

  

歳
入
歳
出
差
し
引
き
実
質
収
支

額
は
、
２
億
８
５
０
３
万
４
７
４

円
の
黒
字
決
算
で
し
た
。

  

こ
の
内
、
基
金
（
預
金
）
に
２

億
円
の
積
立
は
、
評
価
し
ま
す
。

  

７
会
計
い
ず
れ
も
歳

入
歳
出
の
事
務
処
理
に

つ
い
て
は
、
適
正
に
処

理
さ
れ
良
好
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
特
別
会
計

は
、
滞
納
額
が
前
年
よ

り
10
万
円
増
加
し
66
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

  

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
で
は
、
滞
納
額
が

１
４
０
万
８
９

５
５
円
減
少
し

ま
し
た
が
、
依

然
２
５
０
万
円

以
上
の
多
額
の

滞
納
が
あ
り
ま

す
。

　
徴
収
の
成
果

は
評
価
し
ま
す

が
、
滞
納
者
は

固
定
化
、
多
重

債
務
化
し
て
い

る
の
で
、
徴
収

方
法
等
の
検
討

を
指
摘
し
ま
し

た
。

国民健康保険
老人保健
介護保険
後期高齢者医療保険
簡易水道
公共下水道事業
農業集落排水事業

4億2,056万0,404円
25万2,000円

5億5,845万8,005円
5,256万4,238円

1億1,197万5,902円
1億3,507万3,497円
6,930万3,580円

4億4,023万4,401円
25万2,000円

5億7,269万2,427円
5,271万3,938円

1億1,197万5,902円
1億3,507万3,497円
6,930万3,580円

特別会計は、全員賛成で　認定しました

特別会計 歳入総額 歳出総額

一般会計
　住宅新築資金等貸付金
　災害援護資金貸付金
特別会計
　国民健康保険
　介護保険
　簡易水道事業
　公共下水道事業

11,394
7,372
2,152
2,686
2,587

0
66
28

区　　分
単位：万円主な税金等の年度別滞納額
22年度

11,072
7,480
1,864
2,828
2,698

9
56
54

21年度
10,826
7,571
1,549
2,797
2,656
38
52
38

20年度

主
な
個
別
指
摘
事
項

主
な
個
別
指
摘
事
項

　町営バスの生
徒通学補助金(定
期券）は、自転車
通学者等には交
付していない。バ
ス通学対象地域
全員の生徒に交
付できないか。

　ぽかぽか教室
は、開催自治会や
参加者が減少し
ています。
　高齢化が進ん
でいく現状を認
識し、不参加者対
策を。

　町農林振興公
社の理事会、運営
委員会、町地域公
共交通会議並び
に消防委員会等
は、会の使命や実
態、仕組み、効果
の検証を。

　町消防団員の
補充・確保が課題
となっています。
町民の生命、財産
を守るためにも団
員の確保を。

滞
納
者
個
々
の
実
態
把
握
を

多
重
債
務
化

黒
字
決
算
で
基
金（
預
金
）積
立

滞
納
額
増
加
を
危
惧

一
般
会
計

特
別
会
計

預
金
は
増
加

　
　借
入
金
は
減
少

財
政
危
機
か
ら

　
　脱

　却

財
政
危
機
か
ら

　
　脱

　却

鳥取県西部地震復旧復興関連

町道、林道、農道（広域農道含む）

庁舎、保育所、町営住宅等施設整備

臨時財政対策債

災害復旧債

防火水槽等その他

　　　 地方債（借入金）合計

7億7,963万円

6億4,007万円

4億4,169万円

11億4,171万円

1,425万円

4億6,804万円

34億8,541万円

平成22年度 事業別主な地方債（借入金）残高

借入金で行った事業

一
般
会
計
討
論



（７） （６）

一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

議
員
　
西
部
地
震
か
ら
今
日
ま
で

８
０
０
人
の
人
口
減
で
、
45
年
後

に
は
町
が
消
滅
し
ま
す
。

町
長
の
対
策
を
聞
き
ま
す
。

町
長
　
日
本
中
が
少
子
高
齢
化
で

あ
り
、
わ
が
町
だ
け
を
と
っ
て
人

口
増
の
対
策
と
言
わ
れ
て
も
、
具

体
的
方
策
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
結
婚
適
齢
期
の
若
者
も
減
少

し
、
晩
婚
化
や
独
身
の
傾
向
も
あ

り
ま
す
。
田
舎
の
素
晴
ら
し
い
自

然
環
境
が
人
間
に
と
っ
て
大
切

で
、
子
育
て
に
も
魅
力
あ
る
町
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
町
長
は
、
急
激
な
人
口
減

は
社
会
現
象
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
ら
ば
声
を
大
に
し
て
、
先
頭

に
立
っ
て
県
や
国
に
打
っ
て
出
な

い
と
、
町
が
消
滅
し
ま
す
。

町
長
　
こ
の
現
象
を
起
こ
し
た
の

は
町
民
意
識
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
商
工
業
や
兼
業
化
に

よ
る
生
活
意
識
や
都
会
志
向
が
根

底
に
あ
り
、
減
少
し
た
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

議
員
　
こ
の
度
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

で
小
早
川
秋
聲
（
日
本
画
）
＝
黒

坂
出
身
が
放
映
さ
れ
、
改
め
て
偉

大
さ
を
知
り
、
郷
土
が
生
ん
だ
画

家
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
根
雨
出
身
の
木
山
義
喬

は
、
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
ま
し

た
。

　
二
人
の
作
品
を
含
め
、
町
が
所

有
す
る
美
術
品
の
保
管
・
保
存

（
後
世
に
伝
え
る
手
立
て
）
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

町
長
　
本
町
が
所
有
す
る
美
術

品
、
特
に
絵
画
（
小
早
川
秋
聲
の

日
本
画
３
点
、
木
山
義
喬
の
洋
画

な
ど
５
点
を
所
有
）
は
、
保
存
方

法
は
余
り
よ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

   

美
術
品
を
一
堂
に
集
め
て
、
保

管
・
保
存
す
る
こ
と
は
、
本
町
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
ど
の
方
法
が
一
番
良
い
か
、
関

係
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
よ
く

話
し
合
っ
て
、
町
の
取
る
べ
き
方

向
を
定
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
本
町
は
、
過
疎
化
と
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
健
康
と
生
き
が
い

対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

町
長
　
お
年
寄
り
が
地
域
社
会
と

繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
、

ぽ
か
ぽ
か
教
室
や
出
前
公
民
館
を

自
治
会
な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
な
ど
に
よ
り
参
加
で
き

な
い
方
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

町
職
員
、
民
生
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
連
携
し
、
高
齢
者
へ
の

訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
他
町
で
は
、
お
年
寄
り
の

見
守
り
活
動
な
ど
は
、
自
治
会
や

地
域
の
支
え
合
い
に
よ
る
活
動
を

中
心
に
お
き
、
町
は
そ
れ
に
携
わ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
本
町
は

ど
う
で
す
か
。

町
長
　
他
町
の
事
例
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
が
、
優
良
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
本
町
に
あ
っ
た
取
り

組
み
を
、
住
民
の
要
望
も
取
り
入

れ
て
、
マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ

う
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
指
定
の
ゴ
ミ
収
集
日
が
祝

祭
日
に
当
た
る
と
変
更
に
な
り
、

お
年
寄
り
は
、
困
乱
し
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
た
曜
日
制
は
ど
う

で
す
か
。

町
長
　
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
処
理
場

と
連
結
し
て
お
り
、
委
託
経
費
の

こ
と
も
あ
り
、
現
状
の
収
集
形
態

で
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
　
町
公
民
館
や
黒
坂
診
療
所

を
雨
の
日
に
車
い
す
で
利
用
す
る

場
合
、
車
の
乗
降
に
濡
れ
る
の

で
、
屋
根
の
設
置
は
出
来
ま
せ
ん

か
。

町
長
　
該
当
者
が
ほ
と
ん
ど
な
い

よ
う
で
す
。
必
要
な
時
期
が
来
れ

ば
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

人
口
減
を
見
据
え
た

　将
来
の
ま
ち
づ
く
り
は

若
者
定
住
の
施
策
は

高
齢
化
対
策
は
ど
の
よ
う
に

松本　利秋議員小谷　博徳議員

郷
土
作
家
の
作
品
保
存
を

　
国
や
県
に
言
っ
て
み
て
も
、
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
子
ど
も
を
産
め
る
年
齢
層

を
町
内
に
呼
び
込
ま
な
い
と
、
人

口
減
の
歯
止
め
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

町
長
　
若
い
人
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
町
営
住
宅
を
整
備
し
て
、
医
療

関
係
者
や
高
齢
者
福
祉
施
設
で
働

く
町
外
の
若
い
人
に
提
供
し
、
町

民
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
移
住
者
に
空
家
の
あ
っ
せ
ん

や
、
就
農
支
援
を
行
い
、
田
舎
暮

ら
し
に
魅
力
を
感
じ
る
若
者
の
定

住
化
に
向
け
た
施
策
を
考
え
て
み

ま
す
。

議
員
　
町
が
消
滅
す
る
と
い
う
将

来
推
計
の
中
で
、
町
長
は
10
年
後

20
年
後
、
30
年
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
政
治
を
含
め
た
不
安
定
な

社
会
情
勢
や
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
日
本
全
体
が
大
き
く
揺
ら
い
で

い
る
中
で
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

は
全
く
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
。

一
、
人
口
減
少
を
見
越
し
て
、
身

　
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
規
模
。

一
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

　
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
。

一
、
自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
地

　
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

　
り
。

一
、
町
民
会
議
を
核
と
し
た
人
材

　
育
成
。

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
日
野

町
独
自
の
き
ら
り
と
光
る
町
、
子

ど
も
と
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

町が消える
　　人口増の対策は

●町民意識が問題だ答

高齢農家を守る町外から移住した農業青年（アイターン） 真住公民館長寿を祝う会

●
検
討
し
ま
す

答

小早川秋聲が明治35年頃描いた「山中鹿之助
三日月を拝する之図」（町公民館に展示）

若者定住に向けた単身者住宅の建設



（９） （８）

一  

般  

質  

問

一  

般  

質  

問
太陽光発電（ソーラーパネル設置住宅）

議
員
　
本
町
は
、
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
平
成
９
年
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
風
力
と
太
陽
光
を
利
用
し

た
街
路
灯
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

蓄
電
池
の
耐
用
年
数
等
で
、
電
線

に
よ
る
街
灯
に
改
修
し
て
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
今
後
の
方
向
性

の
参
考
資
料
と
し
て
扱
っ
て
お

り
、
進
捗
状
況
ま
で
は
と
ら
え
て

い
ま
せ
ん
。

議
員
　
町
民
が
、
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
設
置
す
る
場
合
、
補
助
事

業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
他
の
町
村
は
、
鳥
取
県
や
関
係

財
団
法
人
の
制
度
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
本
町
が
こ
う
い
う
部
門
に

行
き
届
か
な
か
っ
た
の
は
、
財
政

遍
迫
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

議
員
　
日
野
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
に
、
「
若
年
層
を
中
心
と

し
た
人
口
の
流
出
を
防
止
し
、
地

域
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
の
振
興
に
よ
る
安
定
し
た
雇

用
及
び
所
得
の
確
保
が
不
可
欠
」

と
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
産
業
の

振
興
に
よ
る
雇
用
対
策
を
ど
う
考

え
ま
す
か
。

町
長
　
地
域
活
性
化
経
済
対
策
交

付
金
・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
道
路
改
良
や
橋
梁
の

修
繕
・
学
校
施
設
の
改
修
等
、
57

の
事
業
を
実
施
し
、
雇
用
対
策
と

所
得
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員
　
建
設
業
に
対
す
る
雇
用
対

策
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
公
共

事
業
の
計
画
を
立
て
直
し
て
い

き
、
ま
た
、
国
や
県
の
事
業
を
最

大
限
活
用
し
、
活
性
化
を
図
り
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
建
設
業
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
業
種
の
一
つ
で
す
。
今
後

は
、
維
持
・
修
繕
が
主
に
な
り
ま

す
が
、
新
規
の
道
路
改
良
等
、
来

年
度
に
は
予
算
を
つ
け
着
工
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
県

に
対
し
て
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
建
設
業
者
等

に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業

な
ど
、
異
業
種
に
目
を
向
け

た
事
業
の
転
換
も
必
要
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
町
の

支
援
は
考
え
ま
す
。

議
員
　
農
業
、
林
業

で
は
、
新
規
就
農
者

の
支
援
と
、
農
林
振

興
公
社
の
活
用
と
あ

り
方
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
林
業
に
関
し
て
は
、

新
規
林
業
就
業
者
の

育
成
事
業
を
活
用
し

て
、
人
材
育
成
で
活

性
化
を
図
っ
た
ら
ど

う
で
す
か
。

町
長
　
耕
地
面
積
が

少
な
い
本
町
で
は
、
農
業
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
ア

イ
タ
ー
ン
青
年
な
ど
、
新
規
就
農

者
に
対
す
る
必
要
な
支
援
は
惜
し

み
ま
せ
ん
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合

と
の
連
携
を
強
化
し
、
林
業
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
今
年
度
ま
で
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
に
代
わ
る
雇
用
対
策
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

町
長
　
引
き
続
き
、
国
・
県
に
対

し
て
、
事
業
の
継
続
を
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、
財
政
推
計
を
見
直
す

中
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
単
独
町
費

を
計
上
し
、
雇
用
対
策
を
行
う
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新
規
就
農
者
の

　雇
用
対
策

中原　信男議員安達　幸博議員

緊
急
対
策
後
の
雇
用
は

●
国
・
県
の
事
業
継
続
を
要
望

 

設
置
者
の
負
担
が
少
な
く
効
果

が
上
が
る
物
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
水
力
発
電

が
最
も
適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
考

え
ま
す
。

議
員  

久
住
、
近
江
・
畑
は
バ
ス

路
線
が
な
い
地
域
で
す
。

　
高
齢
者
世
帯
の
料
金
減
免
や
金

持
行
き
な
ど
特
色
あ
る
切
符
を

作
っ
た
り
、
バ
ス
に
広
告
を
募
集

し
て
、収
益
増
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
町
民
の
要
望
な
ど
を
聞
く
バ
ス

の
運
営
協
議
会
を
設
置
し
ま
せ
ん

か
。

町
長
　
提
案
を
頂
き
ま
し
た
が
、

当
初
か
ら
い
え
ば
改
善
を
行
っ
て

き
て
今
日
に
至
り
、
今
が
一
番
良

い
方
式
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
運
営
協
議
会
と
し
て
は
、
日
野

町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置

し
、
こ
の
会
議
で
承
認
を
受
け
陸

運
局
に
申
請
を
行
い
許
可
を
受
け

て
い
ま
す
。

議
員
　
今
、
万
全
で
一
番
い
い
か

ら
改
革
し
な
い
で
は
進
歩
が
あ
り

ま
せ
ん
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
取
り

入
れ
る
協
議
会
が
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

町
長
　
日
野
町
地
域
公
共
交
通
会

議
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
学
校
関

係
な
ど
か
ら
意
見
集
約
し
、
改
正

し
て
現
在
の
運
行
を
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
直
近
の
会
議
は
い
つ
で
し

た
か
。
そ
の
前
は
い
つ
で
す
か
。

課
長
　
９
月
５
日
に
開
き
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
は
し
ば
ら
く
開
い

て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
実
態
は
、
住
民
の
声
を
聞

く
と
言
い
な
が
ら
開
い
て
い
ま
せ

ん
。
ど
う
改
善
し
ま
す
か
。

町
長
　
一
年
に
一
度
は
、
開
催
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

太陽光発電に補助は

答
●財政再建が優先答

町
民
の
要
望
は
ど
こ
で

㌫

町道の草刈作業（緊急雇用）
町営バスを利用して日野病院へ

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

防火水槽設置事業
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一  

般  

質  

問

　
８
月
23
日
に
、
農
業
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
地
保
全
で
は
、
遊
休
農
地
、

議
員
　
６
月
改
正
の
介
護
保
険
法

は
、
い
ま
だ
に
要
綱
・
単
価
等
、

内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
年

内
に
第
５
次
の
事
業
計
画
を
作
成

し
て
、
予
算
化
し
、
４
月
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
議
論

を
深
め
、
審
議
を
尽
く
す
に
は
今

議
会
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
改
正
で
は
24
時
間
対
応
定
期
巡

回
、
随
時
対
応
型
の
訪
問
介
護
・

看
護
を
合
わ
せ
た
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
の
創
設
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
料

金
設
定
の
全
国
基
準
が
一
部
な
く

な
る
。
地
域
支
援
事
業
を
給
付
費

の
３
㌫
以
内
に
収
め
、
財
政
安
定

化
基
金
の
取
り
崩
し
を
認
め
る
等

々
、
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
従
来
通
り
要
支
援
の
予
防
給
付

を
行
っ
て
い
く
考
え
が
あ
り
ま
す

か
。
周
辺
町
村
と
の
調
整
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
ど
う
し
ま
す
か
。
24
時
間
対

応
サ
ー
ビ
ス
を
町
内
事
業
者
が
受

け
ま
す
か
。
「
あ
や
め
」
の
介
護

予
防
で
の
収
入
は
、
８
６
０
万
ほ

ど
だ
が
、
こ
う
し
た
部
分
が
今
後

減
る
こ
と
に
な
れ
ば
経
営
も
大
変

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
６
月
に
衆
議
院
で
10
時
間
、
参

議
院
で
８
時
間
の
超
ス
ピ
ー
ド
で

決
め
て
お
き
な
が
ら
、
い
ま
だ
町

村
に
は
、
具
体
的
な
内
容
を
示
さ

な
い
政
府
に
、
厳
し
く
抗
議
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

課
長
　
安
定
し
た
生
活
を
続
け
、

要
介
護
度
が
重
度
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
予
防
給
付

は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
引

き
続
き
続
け
た
い
。
従
来
の
予
防

給
付
か
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
か
を
選

択
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
費

用
額
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

柔
軟
に
決
定
し
、
周
辺
町
村
と
連

携
を
密
に
し
、
３
㌫
以
内
で
慎
重

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
24
時
間
対
応
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
実
態
調
査
、
体
制
整
備
、
費

用
な
ど
総
合
的
に
検
証
し
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長
　
町
民
、
利
用
者
、
関
係
者

が
不
利
益
を
被
る
改
正
な
ら
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
国
に
強
く

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
に
関
し
、
通
知
に
誤
解
す

る
表
現
が
あ
り
ま
す
。
徴
収
事
務

を
正
確
に
し
、
間
違
い
を
ど
う
正

し
ま
し
た
か
。

課
長
　
納
付
書
で
納
付
い
た
だ
く

対
象
者
８
人
の
方
が
年
金
支
給
額

か
ら
の
直
接
納
付
と
理
解
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
公
文
書
で
謝
罪
し
、

文
書
内
容
を
訂
正
し
、
督
促
手
数

料
も
返
還
し
ま
し
た
。
　

町
長
　
一
部
に
混
乱
を
生
じ
た
こ

と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

国
の
支
出
減
が
目
的

徴
収
事
務
は
正
確
に

佐々木　求議員

介
護
予
防
は
守
れ
る
か

●
こ
れ
ま
で
通
り
に
実
施
す
る

答

農林公社によるソバ収穫作業

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

　
耕
作
放
棄
地
対
策

○
担
い
手
対
策
、
認
定
農
業
者
、

　
町
農
林
振
興
公
社
な
ど
の
現
状

提
言
書

　町
農
林
振
興
公
社
は
、
設
立

か
ら
13
年
が
経
過
し
、
そ
の
間

本
町
の
農
業
は
担
い
手
の
減
少

が
顕
著
と
な
り
、
公
社
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　現
在
の
実
態
や
、
農
業
振

興
、
農
地
保
全
の
観
点
か
ら
組

織
、
体
制
及
び
規
則
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
り
、
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

や
対
策
な
ど
、
農
業
施
策
全
般
に

わ
た
り
広
く
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
遊
休
農
地
は

地
目
変
更
未
整
備
が
多
く
、
登
記

費
用
の
こ
と
も
あ
り
進
捗
し
て
い

な
い
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
多
く
の
課
題
を
進
め
る

う
え
で
、
町
農
林
振
興
公
社
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
じ

ま
す
。

　
今
後
と
も
協
議
を
続
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
、
町
農
林
振
興
公
社

と
の
意
見
交
換
会
を
受
け
て
、
８

月
3
日
、
町
長
、
理
事
長
に
提
言

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
町
は
、
少
子
･
高
齢
化
が
進

み
、
ま
す
ま
す
福
祉
行
政
に
対
す

る
要
求
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、

こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
お
し
ど
り
作
業
所
を

見
学
。
自
立
を
め
ざ
し
て
８
人
程

が
作
業
を
し
て
お
ら
れ
、
特
に
菜

種
搾
油
事
業
は
、
今
後
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
次
に
、
宿
泊
施
設
と
な
る
「
か

が
み
や
ま
荘
」を
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
青
砥
昭
雄
会
長
や
職

員
と
の
意
見
交
換
で
出
た
意
見
と

し
て
、

○
お
し
ど
り
作
業
所
は
、
基
本
的

に
は
、
能
率
を
求
め
る
も
の
で
は

な
い
が
、
運
営
面
で
利
用
者
が
少

な
く
不
安
定
な
要
素
も
は
ら
ん
で

お
り
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
が
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
と
の
意
見
も
。
（
22
年
度
の
主

な
事
業
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
、

作
業
所
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
運

営
、
菜
種
特
産
品
づ
く
り
事
業
、

日
常
生
活
支
援
事
業
、
食
事
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。）

　
ま
た
今
年
度
か
ら
、
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
発
足
し
、
関
係
機

関
と
の
連
携
が
課
題
で
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
報
告

農
地
保
全
と
担
い
手
対
策

教育民生常任委員会報告

福祉事業との連携を

地域でがんばる高齢者おしどり作業所視察

日
野
町
議
会
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特
別
委
員
会
を

　常
任
委
員
会
へ
検
討

　　
議
会
広
報
は
、
現
在
、
特
別
委

員
会
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
法
が
変
わ
り
、
常
任

委
員
会
を
、
複
数
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
議

会
広
報
の
常
任
委
員
会
制
を
検
討

し
よ
う
と
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
今
の
ま
ま
の
活
動
で
あ
る
な
ら
、

特
別
委
員
会
で
よ
い
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
の
一
つ
で
あ
る
、
情

報
公
開
の
方
法
に
、
公
聴
会
、
議

議
会
運
営
委
員
会

会
報
告
会
、
議
会
ネ
ッ
ト
中
継
等

あ
り
ま
す
が
広
報
に
つ
い
て
多
岐

に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
、
結
論
を

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
で

案
を
考
え
、
整
い
次
第
、
全
員
協

議
会
で
話
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　　
一
般
質
問
終
了
後
、
議
員
全
員

で
一
般
質
問
の
検
証
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
質
問
の
内
容
、
答
弁
の
内
容
等

質
問
者
だ
け
で
な
く
、
議
員
み
ん

な
で
意
見
交
換
を
す
る
勉
強
会
で

す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　
秋
は
、
自
然
豊
か
な
中
山
間
地

が
、
最
も
誇
れ
る
時
で
す
。

  

栗
も
あ
る
。
あ
け
び
も
松
茸
、

香
茸
も
あ
り
ま
す
。

　
赤
、
黄
色
の
濃
淡
を
く
ぐ
り
な

が
ら
、
鵜
の
池
湖
畔
を
眺
め
る
の

も
い
い
で
す
ネ
。

　
食
べ
る
、
見
る
、
匂
う  

触
れ

る
な
ど
五
感
で
「
訪
れ
な
く
て
は

解
ら
な
い
」
色
づ
く
季
節
を
日
野

町
で
感
じ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

  

昼
夜
の
温
度
差
で
甘
み
あ
る
、

お
い
し
い
米
が
豊
作
の
よ
う
で
す
。

　
農
家
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
。
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本
会
議
に
お
い
て
、
採
決
の
方

法
を
起
立
採
決
に
す
る
提
案
が
議

長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　
従
来
討
論
が
な
い
場
合
、
議
長

よ
り
「
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
」
の

問
い
に
、
議
員
が
「
異
議
な
し
」

の
声
で
採
決
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
異
議
な
し
は
、
消
極
的
賛

成
の
意
味
が
あ
り
、
個
々
の
意
志

を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
方
が
、
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
議
案

を
起
立
採
決
と
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
人
事
案
件
は
、
無
記
名
投
票
で

す
。

一般
質
問
は
こ
れ
で
い
い
の
か

特
別
委
員
会
を

　常
任
委
員
会
へ
検
討

起
立
に
よ
る
採
決

9月定例会本会議

　
農
業
技
師
で
も
あ
っ
た
宮
沢
賢

治
の
句
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
が

あ
り
ま
す
。

　
議
員
活
動
を
す
る
上
で
、
こ
の

句
は
手
本
と
す
る
こ
と
が
多
く
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
少
し
で
も
早
く

発
行
す
る
た
め
に
、
編
集
委
員
は

パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
窓
か
ら
の
、
心
地
よ
い
秋
風
に

深
呼
吸
し
な
が
ら
、
広
報
紙
発
行

に
向
け
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
キ

ー
ボ
ー
ド
を
た
た
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　安
達

　幸
博

　表
紙
の
写
真
説
明

　
過
疎
高
齢
化
が
進
む
本
町
で
は
、

食
料
品
や
日
用
品
を
、
集
落
に
届

け
る
移
動
販
売
業
者
に
、
車
両
購

入
、
車
両
維
持
補
助
金
に
よ
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
中
山
間
地
集
落
見
守
り
を
兼
ね

る
移
動
販
売
車
に
、
今
年
4
月
よ

り
新
た
に
日
野
病
院
の
看
護
師
が
、

同
行
し
て
看
護
の
宅
配
（
看
護
宅

配
便
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
が
、
買
い
物
の
つ
い

で
に
、
簡
単
な
健
康
チ
ェッ
ク
と
健

康
相
談
の
様
子
で
す
。
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